























































（Bandura&Walters，1959；Bandura，1964） と い う
意見もある。実際に，江上・田中（2013）が 100 名の大
学生に調査を行ったところ，自分に反抗期があったと回
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調査協力者　T 県内の大学生 251 名に調査を実施した。
全調査協力者のうち回答に不備のあった者を除いた結
果，243 名分のデータ（18 ～ 23 歳；M ＝ 18.90，SD ＝
1.56；男性 114 名，女性 129 名）を分析対象とした。
調査時期・手続き　2015 年 11 月に質問紙調査を行った。
質問紙は大学の講義時間内に一斉配布した。なお，所要




















－ 22 － － 23 －
第二反抗期経験の有無と過剰適応が青年期後期の心理的自立と対人態度に与える影響






























常にあてはまる（7 点）」の 7 件法で回答を求めた。
⑥ECR-GO（18 項目）
　一般他者への愛着を測定する項目内容は，中尾・加藤



















ているため，使用した 20 項目を 1 因子と仮定して主成
分分析を行ったところ，著しく共通性の低い項目（共通
性が .20 未満）が 3 項目抽出された。そこで，それら 3
項目を除外し，残りの 17 項目で再度主成分分析を行っ





2 項目抽出された。そこで，それら 2 項目を除外し，残







れら 2 項目を除外し，残りの 8 項目で再度主成分分析を


























そこで，それら 5 項目を除外し，残りの 13 項目で再度
主成分分析を行った。その結果，13 項目すべてで因子
－ 24 －



















力者を除外した結果，対象者は大学生 243 人（18 ～ 23
歳；M ＝ 18.90，SD ＝ 1.56）となった。その結果，反
抗期なし群は 114 名（男性 64 名，女性 50 名），反抗期








する），低得点群（以下，L 群とする）の 2 つの群に分
類することとした。その結果，過剰適応尺度の尺度得点
59 以下を L 群，60 以上を H 群とした。以上の分類によっ
て得られた結果を組み合わせ，反抗期経験の有無と過剰
適応尺度で 4 分類（反抗期なし L 群，反抗期なし H 群，




































反抗期 過剰適応 M (SD) M (SD) M (SD) M (SD) M (SD) M (SD)
なし
L 群 (n=60) .05(.81) － .09(.86) .00(.89) － .16(.94) － .16(.80) － .35(.95)
H 群 (n=54) .25(.93) .18(1.10) .18(.91) － .05(.74) － .06(.96) .27(.96)
あり
L 群 (n=61) － .10(.93) － .24(.93) － .20(.91) .25(.77) － .05(94) － .07(.80)
H 群 (n=68) － .14(1.16) .11(1.07) .03(.94) － .02(.98) .20(.85) .11(1.14)
F 値
反抗期経験 4.68* 0.77 2.26 3.72 † 2.51 0.21
過剰適応 0.40 5.90* 2.91 † 0.48 2.34 10.09**
反抗期×過剰適応 0.87 0.11 0.04 2.74 † 0.43 3.03 †
多重比較
有 < 無 L<H L<H 無 < 有 L<H
無 L < 有 L 無 L< 有 L 
無 L < 有 H 
※分散分析には z 得点を使用した　 　†p<.10, *p<.05, **p<.01　

















　 最 後 に「 見 捨 て ら れ 不 安 」 得 点 を 従 属 変 素 と し
た，分散分析を行った。その結果，過剰適応の主効果
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